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研究成果の概要（和文）：　本研究により、シンガポールおよびインドネシア・バンドン市において「授業研究（Less
on Study）」による授業改善ならびに現職教員研修に着目した結果、①授業研究およびそれを支える校内研修体制にお
いて理論的研究が進展していること、②協同的教材研究の導入や児童の予想される反応を織り込んだ指導案開発など、
「日本型授業研究モデル」が現地の教員高度化のニーズと合致した形で展開されていることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：In this research it has revealed that Lesson Study approach originated by Japanese
 school based teacher training has been influencing to develop high quality teacher education in Asian cou
ntry/city such as Singapore and Bandung, Indonesia. Some major aspects of improvement of lesson and teache
r education are indicated a) Kyozai-Kenkyu as collaborative teachers research on learning topics and b) le
sson plan improvement such as introducing students predictions and concept of the Case Student that is clo
sed up as focused terget student. These aspects are significantly influenced by Japanese culture of Lesson
 Study that is shared among schools in Japan.
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１．研究開始当時の背景 
 教育方法学の分野においては、教育実践の

基本原理の解明を図る「授業研究」は、教育

方法学の主要な研究領域の一つであり、特に

近年学会において一段の注目を集めている。

教育方法学の分野において「授業研究」が注

目される背景には、主に 2 つの国際的な潮流

がある。一つは、OECD による PISA 研究や IEA

による TIMSS 研究（特にビデオによる比較授

業研究）等による国際学力比較調査であり、

もう一つは、J. W. Stigler や C. Lewis らに

よる日本の授業研究の分析ならびに紹介と、

それに触発された授業研究の「世界化」の動

きである。 

 研究代表者は、2002 年以降の日本国内にお

ける学校現場との実践研究の経験を踏まえ、

2005 年より香港教育大学にて開催された「国

際 授 業 研 究 カ ン フ ァ レ ン ス （ Annual 

Conference on Learning Study）」に参加し、

日本の授業研究ならびに校内研修について

発表を行ってきた。同カンファレンスは、

2007 年より「世界授業研究学会（WALS: World 

Association for Lesson Studies）」に移行

している。 

 WALS における研究発表が認められ、2008

年 4 月にはシンガポール北部第 4 地区

（N4-Cluster）“Lesson Study Seminar”に

おいて現地の小中学校における授業研究・校

内研修の指導を行うために招かれた。また

2010 年 6 月には、“Lesson Study Symposium”

（シンガポール校長会主催）に招聘され、講

演と授業研究ワークショップを行った。 

 典型的な都市国家であるシンガポールに

おいては、創造的な人材育成をめざして 2004

年から TLLM（Teach Less & Learn More）政

策を進め、いわゆる「アチーブメント型」の

学力観・授業観から、探究・創造型の学力観・

授業観へと転換を図っている。シンガポール

における授業研究・校内研修への注目は、こ

のような政策に裏打ちされたものであるが、

この傾向はシンガポールのみならず、大きな

国土を持たない都市国家型のマイクロステ

ートに共通する現象である。その例が、国際

授業研究学会を開催してきた香港および、

2010 年に同学会を開催するブルネイである。 

このような背景の中で、本研究においては、

シンガポール、香港、ブルネイの三ヶ国（地

域）を取り上げ、各国における授業研究・校

内研修の実態把握ならびに「日本型授業研究

モデル」の有効性について検証を行う。これ

ら小規模な都市型国家に着目したのは、いず

れも伝統的な「学力」水準の高い国であり、

それらの国が「授業研究」や「校内研修」体

制を整備することでどのような次世代育成

を視野に入れているかを明らかにするため

である。これら教育立国とも言える小規模国

が、「個に即した指導」という日本の授業研

究の特質をどのように捉え、学力観・授業観

の観点からどのように評価するのか、この研

究により日本との比較・対照することで、各

国における「授業研究」の主要概念が浮き彫

りにできるであろう。 

 

２．研究の目的 
2000 年代以降、主にアジア諸国において授

業改善の営みである「授業研究（ Lesson 

Study）」の開発・実施と授業研究を通した現

職研修、とりわけ「校内現職研修（校内研修：

In-service Teacher Training）」体制の整備

が進んでいる。本研究では、シンガポール、

香港、ブルネイというアジアにおける都市型

国家において、①授業研究およびそれを支え

る校内研修体制がどのように整備されよう

としているのかを明らかにするとともに、②

それらの国において「個に即した指導」とい

う「日本型授業研究・校内研修モデル」（以

下、「日本型授業研究モデル」とする）を試

行し、その有効性を検証することを目的とす

る。 

  

3．研究の方法 
本研究は、以下の計画・方法によって遂行

する。 

(1)継続的に収集してきた授業研究ライブ

ラリより、これまでに開発された授業研

究および校内研修の「ツール」や「手法」

を整理し、「日本型授業研究・校内研修

モデル」を開発する。 

(2)「日本型授業研究・校内研修モデル」を

海外の共同研究者とともに、現地の小中

学校において実施し、受講した教師への

意識調査および授業実践の分析を行う。 

(3)対照調査として、国内においても授業研

究および校内研修に熱心に取り組む学
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校を３校程度（愛知・福岡）選んで同様

の調査を行い、日本の事例とアジアの都

市型国家の間の特徴を分析する。 

 

４．研究成果 
（１）研究対象の修正 

本研究を遂行していく過程で修正事項が

生じた。一つには、調査の対象である。当初、

調査対象としていたブルネイに代わって同

じイスラム圏でありかつ授業研究への意識

の形成に変化が見え始めたインドネシアを

取り上げた。また香港については、受け入れ

大学である香港教育大学における学内事情

により授業研究の取り組みが急速に縮小し、

継続的な研究を行うことができなくなった。

そのため、本研究においては、シンガポール、

インドネシアにおいて調査を行い、香港の代

替としてカザフスタンにおいて予備的調査

を行うこととなった。 

（２）研究の成果 

 ここでは、「主な発表論文等」の②に示し

たインドネシアにおける事例を取り上げ、研

究の成果を示す。 

 インドネシアでは、1990 年代後半より JICA

による支援を受け、急速に授業研究が発展し

てきた。論文では、聖ウルズラ小学校におけ

る「授業研究における学校改善プログラム」

を事例に、その過程と成果を明らかにした。

日本の授業研究の成果を踏まえて①教師の

学びを促す授業研究の組織構成、および②教

師の学びのステージとなる授業研究サイク

ルの２つを視点に取り上げた。 

具体例を一つ挙げれば、授業計画を作成す

る段階で授業計画に「予想される児童の反応」

の欄を設け、「個に即した授業」という日本

の多くの学校において取り入れられている

視点を計画に取り入れるようになった。この

欄を設けることにより、それまで「どのよう

に授業を行うべきか」という教師の教授活動

として認識されていた授業が、「子どもはど

のように学んでいるか」という子どもの学習

活動として認識されるようになり、指導観の

転換をもたらすようになった。 

 

 このほか、研究を進めるうちに明らかにな

った世界における「日本型授業研究」受容の

一端を示す。英国の「授業研究」研究者 Pete 

Dudley 氏 は 、 Teaching and Teacher 

Education 誌に掲載された論文において、「個

に即した指導」という日本の授業研究の「抽

出児」という授業観察の手法を Case Student

として意味づけ、英国の授業研究の方法論の

一つとして提起している。 

 また、シンガポールで開催された教員向け

授業研究セミナー講師の Lee Shock Mee 氏は、

日本での授業研究の研修中に参観した研究

授業の中から、「板書」に着目し Bansho とし

てその意義を解説していた。 

（３）結語 

 本研究によって得られた結論は、以下の通

りである。 

①日本から一定の影響を受けて「授業研究」

が比較的受容されているシンガポール、

インドネシアを事例にみてみると、いわ

ゆる本研究で想定した「日本型授業研

究・校内研修モデル」は、形式的には継

承されているとみることができる。 

②しかし、その内実は、それぞれの国の教

育課題克服の文脈によって修正ないし、

現地化しており、「日本型授業研究・校

内研修モデル」が「受容」されることや

「適用」されるということではない。 

③むしろ、本研究の今後の課題として確認

された認識は、授業研究が世界的に拡大

していく（グローバル化）していく過程

と、それが個々の国や研究者の文脈で修

正、現地化していく（ローカル化）過程

が並行して進行していると捉えること

である。 
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